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１．はじめに 
 橋梁の下面点検や診断に際して、桁下に人がアクセ

スできない箇所においても足場設備を設けず、また大

がかりな交通規制を伴う点検車を用いることなく、デ

ジタルカメラを利用した簡易な点検装置（図－１）に

よって画像診断するシステムを昨年度報告１）した。 
本報では、本システムの撮影装置部分（以下、撮影

ユニット）に関する特徴と、これまで主に床版下面に

限られていた撮影範囲を、主桁側面や下部工前面に拡

大するための撮影ユニットの改良を実施したので、そ

の概要について報告する。 
 
２．撮影ユニットの特徴 
 本システムは、桁下に人がアクセスせずに、橋上からのリモート操

作で桁下の状況をデジタルカメラで撮影し、撮影画像から損傷等を診

断する装置であるが、撮影ユニットと対象物との位置関係（距離と平

行度）が不特定であるため、撮影画面における対象物の大きさを何ら

かの方法で認識する必要があった。そこで本システムでは、撮影ユニ

ットの四隅に一定間隔でレーザーポインタを配置し、撮影画像にレー

ザー点を写し込むことによって、画角のサイズ確認や画像の平行度（歪

み）を確認する仕組みを採用している。これにより画像診断時の損傷

の大きさ確認や、合成写真作成時の画像倍率補正の作業が非常に容易

になった。レーザーポインタとデジタルカメラから成る撮影ユニット

の概要図を図－２に、レーザー点による画角サイズ確認要領を図－３

に示す。 
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図―１ 桁下点検装置概要 

図―２ 撮影ユニット概要 

 

図―３ レーザーポインタによる撮影画角サイズ確認 
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 図―６ 可動撮影ユニットによる撮影画像 

３．撮影範囲拡大のための撮影ユニット改良 
 ２で説明した撮影ユニットは、デジタルカメラが

上向き固定であることから、橋梁下面点検のうち撮

影可能な箇所が床版下面と主桁上下フランジ下面に

限られていた。従って、堆積物による腐食が懸念さ

れる鋼鈑桁の下フランジ上面や腹板下部、あるいは

支承や下部工等の状況を撮影し、点検することが困

難であった。そこでこれらの撮影を可能にするため、

カメラの向きを鉛直軸及び水平軸に対して回転可能

な構造とする撮影ユニットの改良を行った（図－４）。

カメラの回転は撮影ユニット内に設けたサーボモーターを橋上からリモート操作することで行っている。本

改良により、従来上部工下面に限られていた撮影範囲が、支承や下部工にまで拡大することができた。ただ

し今回の改良はカメラを可動化することに留まり、２で述べた対象物の大きさを把握するレーザーポインタ

の設置については今後の課題である。 
 
４．実橋での撮影試験 
 撮影ユニットの可動化による撮影範囲の拡大効果を確認するため、実際に桁下へアクセスできない橋梁に

おいて撮影試験を実施した。図―５は水上部に架かる橋梁（ここではＰＣポストテンションＴ桁）での桁下

撮影試験の実施状況を示し、図―６は本改良装置による撮影画像の一例を示している。撮影写真より明らか

なように、上部工（主桁、横桁）側面および下部工前面の撮影が可能であること、またカメラのズーム機能

を活用することで細部の状況確認も行えることが実橋試験により確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．まとめ 
アクセス困難な箇所の桁下点検を簡易

に実施する装置を開発し、床版や桁下面

だけでなく、下フランジの上面や桁側面、

支承、下部工等の撮影画像による点検・診

断を可能にした。本システムの活用により、従来目視主体で行われてきた概略点検において目視できずに諦

めていた箇所の点検が可能になるとともに、足場を設置する詳細点検前の損傷位置特定にも大いに役立つこ

とが期待できる。 
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図―４ 撮影ユニットの構造改良概要 

図―５ 撮影試験実施状況 
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